




















リアルタイム情報の改良について
リアルタイム情報の現状］ 下表のように、各河川管理者が各々情報発信しており、受け手側はどの情報を見て良

資料－４（２）

リアルタイム情報の現状］ いか解らない。

１．インターネット（ＰＣ）

情報配信河川
レーダ雨
量

雨量 水位 河川カメラ 水防警報 洪水予報
水位周知
情報

土砂災害
警戒情報

気象警報 その他

兵庫県ＨＰ水守 千種川 上流域） ○ ○ ○ 過去の増水記録兵庫県ＨＰ水守」 千種川 上流域） － ○ ○ ○ － － － － － 過去の増水記録

姫路河川国道事務所ＨＰ 加古川、揖保川 － ○ ○ ○ － － － － －
浸水想定区域図
過去の災害履歴

川の防災情報 全国情報 ○ ○ ○ －
○

直轄河川の
○

直轄河川の
○

直轄河川の － － 水質、ダム諸量川の防災情報 全国情報 ○ ○ ○ 直轄河川の
み）

直轄河川の
み）

直轄河川の
み）

水質、ダ 諸量

２．インターネット（携帯）

情報配信河川
レーダ雨
量

雨量 水位 河川カメラ 水防警報 洪水予報
水位周知
情報

土砂災害
危険情報

気象警報 その他
量 情報 危険情報

兵庫県ﾌｪﾆｯｸｽ ｼｽ ﾃﾑ携帯版 兵庫県管理河川 ○ ○ ○ － － － － － ○

兵庫県ＨＰ「水守」携帯版 千種川（上流域） － － － ○ － － － － －

姫路河川国道事務所 加古川、揖保川 － ○ ○ － － － － － － 道路交通情報等

川の防災情報（全国版） 全国情報 ○ ○ ○ －
○

（直轄河川の
み）

○
（直轄河川の
み）

○
（直轄河川の

み）
－ － 水質、ダム諸量

３．携帯メール配信
情報配信河川 水位 雨量 気象警報 その他

【入手しやすい河川情報への改
情報配信河川 水位 雨量 気象警報 その他

兵庫県 － － － ○（県内） －

姫路河川国道事務所 加古川、揖保川 ○ － － －

川の防災情報 － － － － －

【入手 す 情報 改
良】

各機関が提供している河川情報が、受
手側 伝わ すくするためけ手側へ伝わりやすくするため、1つの
サイトにより全ての情報が見られるよう
にポータルサイトを作成する。



マイ防災マップについて（九州の事例）

マイ防災マップの取り組み

資料－４（３）

取組みを各地で紹介
・防災・減災フォーラム in 佐賀Ⅱ
・技術発表会

マイ防災マップの取り組み
H16年度

佐賀県
低平地が広がる地形特性

九州各県
に取り組み
が広がっている H21年度より

さらなる
広がりに向けて

•Ｈ１７
台風１４号
•Ｈ１８
梅雨前線による

【課題】
情報が住民側に適切に
伝わらず、受け取り方の
違いや、いざというときに

低平地が広がる地形特性
のため大規模水害が頻発

意識向上に向けた取組み

H18年度～
九州川標検討会
『マイ防災マップ』

九州川標プロジェクト

本格始動

○取り組みの結果を梅雨前線による
甚大な洪水被害

○「マイ防災マップ」の広がり

違 や、 ざ う き
適切な行動がとれない

Ｈ１６年度 Ｈ１８年度 Ｈ１９年度 Ｈ２０年度

『マイ防災マップ』の始まり

○マイ防災マップづくり
・地域の被災履歴の整理 図面上）

が高く評価
果

評価・改善

Ｈ１６年度 Ｈ１８年度 Ｈ１９年度

武雄市（５地区)
多久市(７地区)
伊万里市大川町

飯塚市
（１６地区）

佐賀県 福岡県 長崎県

諫早市
(３町)

Ｈ２０年度

熊本県 大分県

和水町
（６６地区）

地域の被災履歴の整理 図面上）
・地域の危険箇所の確認（図面上）
・まち歩き確認（危険箇所、避難場所）
・マイ防災マップづくり

PDC Aサイクルによる

大分市

○活用実績
・マイ防災マップを活用した避難訓練
を実施

伊万里市大川町
唐津市(２地区)

小城市牛津町(３地区)

山鹿市
(２地区)

［１８地区］

［１6地区］ ［３町］※地区数未確認

［６８地区］

PDC Aサイクルによる
検証・見直し［１地区］

○住民の反応
・地域住民で作成したため理解しやすい
・危険なところを再認識できた

を実施
・公民館などに掲示

H１６年度以降10市町[106地区]
・危険なところを再認識できた
・防災意識を向上させることができた
・連絡網、避難への備え、近所づきあい
が大切なことがわかった

に取り組みが広がっている



社会実験取り組み一覧（案）

ハザードマップの記載内容 マイ防災マップ
ハザードマップの意味、現在作成されているハザードマップの記載内容等につい
て事前学習を行ったうえで、災害時における課題整理することで使いやすいハ
ザードマップの作成を実施

安全な避難行動のためには、周辺地形により危険となる箇所や、避難経路の危
険性を把握する必要がある。そのため河川管理者が知っている過去の浸水状
況、被害状況や地域の方が知っている地域の危険箇所の知識を一つに結集し、
きめ細かな情報が掲載されたマイ防災マップ作成の取り組みを地元が主体となり
実施。なお、マイ防災マップについては、平成16年より佐賀県で取り組みが開始
され、既に九州各県に広がりを見せているため、近畿での有効性を確かめる

避難時における避難困難度の時系列図や河川情報を容易に入手できるように河
川情報Q Rコードを記載し、リアルタイム情報と事前情報の組み合わせが出来る
ハザードマップの作成

・既に記載されている内容
　（浸水深、避難場所）
・追加内容整理
 (避難困難度、リアルタイム情報）

①住民・自治会が主体となり河川管理者・自治体等と一緒に地域内を歩き、危険
箇所、避難場所等の記載したマイ防災マップの作成を行う。マップは、災害時要
援護者の避難支援に必要な項目も併せて記載する。
・地図上に危険箇所、災害履歴箇所の表示し、事前学習を行う
・合同での現地調査
・地域の防災上の課題抽出、事前に作成したマップの更新　　など

②作成したマイ防災マップは、認知を高めるために、住民が普段から目を通すゴ
ミカレンダーと一体とする。また、自治会の掲示板への常時掲載も行う

実施目的

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

区分

実施内容

資料－４（４）

住
民
自
治
会

・アンケート記入 ・連絡体制網の整備
・災害時要援護者の把握
・地域の現地調査
・マイ防災マップの作成
・アンケート記入

自
治
体

・避難場所、避難経路の検証 ・危険箇所の情報提供
・浸水実績、被害実績
・アンケートの実施

河
川
管
理
者

・避難困難度の整理
・リアルタイム情報の整備

・危険箇所の情報提供
・浸水実績、被害実績
・浸水想定、地図の提供

自治体（市町） 住民・自治会

河川管理者
住民・自治会

河川管理者
自治体 県・市町）

ッ
プ
、
マ
イ
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成

協力機関

実施主体

具体的手法
（役割など）

住民 自治会
自治体（兵庫県）

自治体 県 市町）

住
民
自
治
会

自
治
体

河
川
管
理 ・リアルタイム情報の提供

・防災訓練の企画、運営
・ハザードマップ、マイ防災マップの見直し

・ハザードマップ、マイ防災マップの活用方法確認
・アンケート並びに課題の抽出

作成されたハザードマップやマイ防災マップを活用した実践的な防災訓練を実施することにより、防災意識の向上を図るとともに、各マップの使い
方、記載内容などを確認し問題点の抽出・検証を行う実施目的

実施内容 ハザードマップやマイ防災マップを活用した実践的な防災訓練を行う
・情報の入手から避難行動まで一連の行動が体験できる避難訓練

作
成
し
た
マ
ッ
プ
の
活
用

具体的手法
（役割など）

協力機関

理
者

実施主体

協力機関 河川管理者

住民・自治体


